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令和６年度各会計予算審査特別委員会にて委員長あいさつ

令和６年度令和６年度

全会計総額 105 億 4260 万円
前年度比 10 億 2716 万円（10.8％）増

万円万円
前年度比前年度比 77 億億 800800 万円（万円（10.3％10.3％）増）増

億億

可決

持続可能な持続可能な
まちづくりをまちづくりを

推進推進

３月定例議会３月定例議会
３月５日〜 1９日

３月定例議会
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カーボンニュートラル 教 育 支 援
安心して暮らせるまちづくり 子育て支援
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３月定例議会

7755億億99000000 68億8200 7億 800 110.3

国民健康保険特別会計 77億億66447799 7億6704 △ 225 99.7

病 院 事 業 会 計 66億億77335599 6億4592 2,766 104.3

簡 易 水 道 事 業 会 計 22億億66446655 － 皆増 皆増

簡 易 水 道 特 別 会 計 －－ 2億 266 皆減 皆減

下 水 道 事 業 会 計 55億億99555599 － 皆増 皆増

下 水 道 特 別 会 計 －－ 3億9830 皆減 皆減

介 護 保 険 特 別 会 計 55億億44225511 5億1691 2,560 105.0

後期高齢者医療特別会計 11億億11114444 1億 257 887 108.6

110055億億44226600 95億1543 10億2716 110.8

対前年度比（％）

一　般　会　計

特
別
会
計

合　　　計

会　計　区　分 令令和和６６年年度度（（万万円円）） 令和５年度（万円） 比較増減（万円）

46,398 46,645

5,735 5,480
22,470 21,627

28,021
49,837

41,998
43,296

57,332
55,502

64,080
68,077

88,242

94,705

138,309

152,581

195,608

221,245

商工費
議会費

令令和和６６年年度度

68億8200万円

7755億億99000000万万円円

歳歳 出出

総務費

民生費

衛生費

農林費

商工費

土木費

教育費

公債費

その他

令和５年度

15,496 15,509
15,000 15,000

42,809 45,774

63,109 65,864

64,361
84,677

85,644

86,113

28,148

28,27414,710

31,010
28,453

31,018
40,165

60,958

290,300

294,800

町税

国庫

支出金

地方

交付税

その他

諸収入

繰入金

68億8200万円

7755億億99000000万万円円

依

存

財

源

その他

町債

道支出金

寄附金

使用料及び

手数料

令和５年度 令令和和６６年年度度

自

主

財

源

58.2%

41.8%

依

存

財

源

58.8%

自

主

財

源

41.2%

（単位:万円）

歳歳 入入

一 般 会 計 予 算

※１万円未満切り捨て。各科目ごとの合計は、総合計と一致しない。

■	「河西鉄道」と「拓殖鉄道」が果たした役割が興味深い。歴史や
成り立ちを学び、次の世代へ残すことは未来への橋渡し。つぶやき

※簡易水道および下水道特別会計は、公営企業会計となるため会計名を変更している。
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A
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Q

Q

A

A

A

財政計画と
公有財産の利活用

高齢者等タクシー利用
助成券を 1 枚 500 円から
670 円に変更したが、使い
づらいのでは。

みんなの木育広場（仮称）
を整備するが、事業の全体
像は。

初乗り運賃が 550 円か
ら 720 円となり、従来ど
おり助成券 1枚と利用者負
担 50円とした。

国道 274 号の鹿追駐屯
地北側Ｓ字カーブ付近に、
木育を目的とした広場を整
備する。施設整備は 3年で
行う予定。
事業主体は西十勝森林組

合で、森林環境譲与税を活
用する。

Q

Q

A

町財政は、経常経費や起
債償還の推移を判断しなが
ら計画的に進める。
公有財産の利活用は、検

討委員会で協議した。
今後、行財政改革推進本

部を中心に方針を決めて進
めたい。

北海道の最低賃金をベー
スに、作業内容で 3段階に
設定している。
ワークシェアリング等も

含め、体制や処遇を改善す
るよう調査研究したい。

瓜幕で行われていた競ば
ん馬競技大会が終了した。
競ばん馬大会に代わる新

たな企画は。

ふるさと納税を増額する
ための具体策は。

Q

Q

高齢者等タクシー利用助成券
額面変更

令和 6年度の財政計画と
公有財産利活用方針は。

寿勤労会の賃金は、北海
道の最低賃金で設定してお
り、魅力ある組織とは言え
ない。検討が必要では。

決まっていない。地域の
皆さまが行なっているイベ
ントを大きくしたい。

ＳＮＳ活用、旅先納税Ｐ
Ｒ用ポスター作成、ポータ
ルサイト対策、返礼品カタ
ログ作成を予定している。
また、飲食・宿泊・体験

等の商品も開発したい。

タクシー利用助成券の額面変更 タクシー利用助成券の額面変更 

木育広場が整備される瓜幕地区木育広場が整備される瓜幕地区

競ばん馬競技大会終了後の企画競ばん馬競技大会終了後の企画

ふるさと納税をリーフレットでＰＲふるさと納税をリーフレットでＰＲ

財政計画及び公有財産利活用方針が示された財政計画及び公有財産利活用方針が示された

寿勤労会事務所　寿勤労会事務所　
魅力ある組織づくりを魅力ある組織づくりを

予算審査特別委員会

下記のとおり。

（清水 浩徳 委員長）で令和 6年度の予算を審査した

総務費

A

総務費 総務費

民生費農林費商工費

競ばん馬競技大会に
代わる企画

寿勤労会の体制と処遇みんなの 木
もくいく

育広場（仮称）
整備内容

ふるさと納税増額の
具体策
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The 予The 予
3 月 18 日に開催された予算審査特別委員会 

Q

Q

A

A

A

A

令和 5 年 3 月に新図書
館建設検討委員会から答申
された。4年間の検討結果
である。今後の方向性を示
してほしい。

新年度予算を編成するう
えで重点を置いた項目は。

建設には多額な財源が必
要である。建設場所、運営
形態、遊休施設利用等の問
題もある。今しばらく検討
したい。

町民ホール他公共施設の
大規模改修、鹿追高校支援、
国際バカロレア教育等であ
る。また、農業基盤整備や
観光等全体のバランスをと
りながらもメリハリを付け
て事業を行いたい。

Q

Q

A

A

修繕をしながら使用して
いたが、現在は根元から腐
食し使用不能である。
撤去も検討している。

過去の入院・外来患者の
動向から各患者数を見込ん
だ。
過大にならないよう、確

実な人数で予算化した。

北海道石の保護と保全対
策、予算は。

行財政改革を進めて 3年
経過した。見直しが必要で
は。

Q

Q

しかりべつ川公園パー
クゴルフ場沿いに木道があ
る。数年前から壊れて立ち
入り禁止になっているが修
復の予定は。

収入予算の基準となる入
院・外来年間患者数の算定
根拠は。

化石の年代や地質、埋蔵
量等の調査研究が必要であ
る。また、有識者を含め検
討会議を開催したい。調査
計画や費用を明確にしたう
えで予算を提案したい。

各種事業内容や団体に対
する補助金を見直した。
財政計画も随時見直し、

行政改革の効果を検証する
等、内部で議論したい。

整備が期待される図書館整備が期待される図書館

大規模改修が行われる町民ホール大規模改修が行われる町民ホール

町指定文化財の北海道石町指定文化財の北海道石

役場内部で行政改革を議論役場内部で行政改革を議論

立ち入り禁止になっている木道立ち入り禁止になっている木道

国民健康保険病院国民健康保険病院

■	「おしゃべりな写真館」、支え隊の皆さんの支えぶり！
凄いパワーを感じます。つぶやき

予算審査特別委員会

結果、全て原案どおり可決した。　主な質疑は

土木費教育費教育費

病院会計総括質疑総括質疑

しかりべつ川公園
パークゴルフ場木道

新図書館建設の方向性北海道石の保護と保全

国民健康保険病院の
年間患者数算定根拠

予算編成における重点項目行財政改革の見直し
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クローズアップ 2024

役場周辺エリアＺＥＣ化
改修等検討業務委託

2149 万円
エネルギー消費量を限りなくゼロに

近づけるＺＥＣ化事業を継続して行う。
令和６年度は業者の公募と選定を行う。

瓜幕エリア自然体験留学センター
新設等検討業務委託

4386 万円
建物で消費する年間のエネルギー収支

をゼロにするＺＥＢ化事業を継続して行
う。令和６年度は基本設計を行う。

重点対策加速化

3232 万円
家庭用および事業者用太陽光発電・蓄

電池・エネルギーマネジメント・高効率
給湯器等の再エネ導入に対し補助する。

が業事 進

子ども・子育て
支援事業計画策定委託

495 万円
新たな国の指針「こども大綱」に基

づき、町の教育・保育・子育て世帯の
現状等を分析、見直し、計画を策定する。

新規

子ども医療費等助成

3209 万円
高校生まで医療費無料。ひとり親家

庭等医療費助成制度では、母または父
の入院・通院も助成対象となる。

出産・子育て応援

1377 万円
妊娠届を提出した妊婦の方に５万円、

出産し児童を養育する方に子ども１人
当たり５万円給付する。

住まいのゼロカーボン化推進

重層的支援

しかおい水素ファーム管理委託

町有林整備事業

1045万円

6896万円

7500万円

1771万円

められます

カーボンニュートラル

教 育 支 援

安心して暮らせるまちづくり

子 育 て 支 援
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クローズアップ 2024

■	鹿追高校にたくさんの新 1年生が入学！うれしいですね。つぶやき

国際バカロレア

2311 万円
鹿追中学校および瓜幕中学校の国際

バカロレア認定に向け、コーディネー
ターの配置や研修等の事業を行う。

拡充

今年の 予 算

鹿追高等学校
通学費外助成

2518 万円
入学者に支援金を支給する。また、

公共交通機関等による通学、町内の寮・
下宿利用や見学旅行に対し助成する。

拡充

鹿追高等学校
シェアハウス運営

1285 万円
鹿追高校生用寄宿舎の管理運営を行

う。ハウスマスターや調理員を任用し、
高校生の生活支援を行う。

防災行政無線放送
施設整備
6123 万円

防災行政無線をデジタル方式に更新
する。音声放送のほか、モバイル端末
への連動等が可能になる。

新規

庁舎冷暖房設備整備

１億 6200 万円
役場庁舎に冷暖房設備を整備する。
防災拠点・指定避難所としての機能を

強化し、快適な環境をつくる。

新規

公営住宅解体

6114 万円
南町の公営住宅を解体する。
解体跡地には、再エネ・省エネ機能を

取り入れた道営住宅が建設される予定。

新規

サルモネラ症予防緊急対策助成

商工業研究開発（チョウザメ・マンゴー）

道営土地改良

鹿追高校生海外派遣

1850万円

1008万円

7582万円

3693万円

でこの

鹿追高校生用寄宿舎「シェアハウス」の個室鹿追高校生用寄宿舎「シェアハウス」の個室

新規
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古
住
宅
の
敷
地
購

入
お
よ
び
リ
フ
ォ
ー
ム
も
助
成
対
象

と
な
っ
た
。

有
効
期
間
は
令
和
10
年
３
月
31

日
ま
で
。

○
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
事
業
助
成
に

関
す
る
条
例

○
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
に
関
す

る
条
例

各
条
例
の
有
効
期
限
を
令
和
10

年
３
月
31
日
ま
で
延
長
し
た
。

○
町
営
牧
場
管
理
条
例

町
営
牧
場
の
運
営
安
定
化
の
た

め
使
用
料
を
改
正
し
た
。

１
頭
に
つ
き
放
牧
期
と
舎
飼
期

を
33
円
、
捕
獲
料
を
３
３
０
円
引
き

上
げ
た
。

○
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
使
用
料
を

改
正
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
伴
い
、

仕
入
れ
税
額
を
明
確
に
す
る
た
め
、

家
畜
ふ
ん
尿
・
雑
排
水
・
浄
化
槽
汚

泥
・
廃
棄
物
等
・
液
肥
・
堆
肥
・
試

験
研
究
施
設
の
使
用
料
を
改
め
た
。

○
北
海
道
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
協

議
会
負
担
金	

１
２
４
万
円

○
北
海
道
町
村
会
負
担
金
（
電
算
関

係
）	

３
２
３
万
円

○
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
委
託
料	

94
万
円

○
能
登
半
島
地
震
義
援
金１

０
０
万
円

令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
を
支
援

す
る
た
め
、
義
援
金
を
贈
っ
た
。

○
道
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金	

１
０
４
５
万
円

○
町
営
牧
場
指
定
管
理
委
託
料	

２
８
１
万
円

○
有
害
鳥
獣
駆
除
報
償
費

	

33
万
円

○
町
道
除
雪
委
託
料

２
４
０
０
万
円

○
排
雪
ダ
ン
プ
借
上
料

	

１
３
０
万
円

○
鹿
追
高
校
寄
宿
舎
臨
時
舎
監
用

ベ
ッ
ド
購
入	

５
万
円

○
公
共
施
設
暖
房
用
・
公
用
車
燃
料

費
（
全
会
計
分
）	

２
５
７
万
円

○
鹿
追
町
議
会
議
員
の
請
負
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

議
員
と
町
と
の
請
負
は
地
方
自

治
法
に
よ
り
行
え
な
か
っ
た
が
、

改
正
に
よ
り
３
０
０
万
円
ま
で
可

能
と
な
っ
た
。

議
員
が
町
か
ら
業
務
を
請
け

負
っ
た
場
合
、
そ
の
報
告
を
義
務

化
し
公
表
す
る
。

○
鹿
追
高
等
学
校
寄
宿
舎
設
置
条

例
鹿
追
高
校
生
用
の
住
宅
と
し
て
、

緑
町
２
丁
目
の
教
員
住
宅
を
改
修

し
、
居
室
12
部
屋
と
食
事
共
有
ス

ペ
ー
ス
を
１
部
屋
設
置
し
た
。

既
存
の
鹿ろ
く
さ
い
り
ょ
う

砦
寮
（
緑
町
４
丁
目
）

使
用
料
も
一
部
改
正
し
た
。

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

職
員
の
住
居
手
当
お
よ
び
通
勤

手
当
を
改
正
し
た
。

住
居
手
当
は
、
家
賃
月
額
の
下

限
を
１
万
２
０
０
０
円
、
月
額
支

給
額
の
上
限
を
２
万
８
０
０
０
円

に
、
と
も
に
引
き
上
げ
た
。

改
正
に
よ
り
住
居
手
当
が
減
額

ま
た
は
支
給
さ
れ
な
く
な
る
場
合
、

１
年
間
は
従
前
ど
お
り
支
給
さ
れ

る
。通

勤
手
当
は
、
最
長
距
離

区
分
の
片
道
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
７
１
０
０
円
を
、
区
分
を

増
や
し
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

２
万
４
２
０
０
円
ま
で
引
き
上
げ

た
。

議

決

事

項

３月定例議会

環境保全センター使用料を改正環境保全センター使用料を改正

被災地支援のため町職員互助会と議会議員会被災地支援のため町職員互助会と議会議員会
からも日本赤十字社事務局（保健福祉課）にからも日本赤十字社事務局（保健福祉課）に
義援金を贈った義援金を贈った

新

規

条

例

主
な
補
正
予
算

役場職員住宅役場職員住宅
住居手当と通勤手当を改正住居手当と通勤手当を改正

主
な
条
例
改
正

教員住宅を改修し、鹿追高校生用教員住宅を改修し、鹿追高校生用
寄宿舎「シェアハウス」を設置寄宿舎「シェアハウス」を設置

町営牧場使用料を引き上げ町営牧場使用料を引き上げ



9 2024（令和 6 ）年 4 月　第 162 号
し か お い 議 会 だ よ り

まちなか会議

■	少しずつ春が近づいています。
　この歳になってもワクワクがやってくる春が 1番好きです。つぶやき

○
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
農
業

の
実
現
を
図
る
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
改
正
等
に
関
す
る
請
願
・
意

見
書鹿

追
町
農
民
団
体
連
絡
協
議
会

（
武
藤
敦
則
会
長
）
か
ら
の
請
願
を

採
択
し
、国
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改

正
に
あ
た
り
、農
業
予
算
を
拡
充
し
、

農
業
基
盤
整
備
や
官
民
一
体
と
な
っ

た
備
蓄
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
。

適
正
価
格
の
形
成
に
つ
い
て
は
、

農
業
者
が
生
産
調
整
を
強
い
ら
れ
な

い
よ
う
、
消
費
者
へ
の
理
解
醸
成
を

図
り
、
新
た
な
所
得
政
策
を
構
築
す

る
こ
と
。ホ

ク
レ
ン
代
表
理
事
副
会

長
が
来
庁
さ
れ
た
。
令
和

５
年
度
の
ビ
ー
ト
に
係
る
情
勢
と
、

令
和
６
年
度
以
降
の
見
通
し
等
に

つ
い
て
話
が
あ
っ
た
。

Ａ
（
安
藤
議
員
）

農
業
経
済
団
体
の
ト
ッ
プ

が
来
庁
し
た
が
、
情
報
交

換
等
が
あ
っ
た
か
。

Ｑ
【
行
政
報
告
】

３月定例議会・一般質問
請
願
・
意
見
書

質

主

疑

な

（
答
弁
）
喜
井
町
長

北
海
道
内
で
も
環
境
省
や

観
光
庁
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
ホ
テ
ル
廃
屋
の
解
体
や

再
建
計
画
を
策
定
し
て
い
る

事
例
が
あ
る
。

新
事
業
者
が
決
定
し
た
際

は
、
宿
泊
・
体
験
・
物
産
等

の
事
業
者
を
交
え
、
然
別
湖

畔
エ
リ
ア
の
再
生
に
向
け
議

論
の
場
を
設
け
た
い
。

先
進
事
例
等
を
調
査
・
研

究
し
、
補
助
事
業
を
活
用
し

た
い
。

（
質
問
）

休
止
施
設
再
建
の
先
進
事

例
や
情
報
収
集
に
よ
る
研
究

が
必
要
で
は
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

ホ
テ
ル
所
有
者
の
再
建
計

画
や
施
設
の
譲
渡
交
渉
、
新

事
業
者
に
よ
る
再
建
計
画
が

示
さ
れ
た
が
進
展
し
て
い
な

い
。
民
間
施
設
の
た
め
動
向

を
見
て
い
た
が
、
然
別
湖
畔

の
景
観
や
観
光
振
興
等
の
停

滞
を
考
慮
し
、
町
・
所
有
者

等
の
関
係
者
で
情
報
共
有
を

行
な
っ
て
き
た
。

再
開
の
条
件
は
、
敷
地
は

林
野
庁
が
、
施
設
整
備
は
環

境
省
が
設
定
し
て
い
る
。

町
か
ら
は
環
境
に
配
慮
し

た
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
化
」
の

取
り
組
み
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
。

（
質
問
）

然
別
湖
畔
に
あ
る
「
ホ
テ

ル
福
原
」
は
２
０
１
７
年
３

月
か
ら
営
業
を
休
止
し
７
年

と
な
る
。

民
間
施
設
だ
が
、
鹿
追
町

の
観
光
振
興
の
中
心
施
設
と

し
て
多
く
の
旅
行
者
を
迎
え

て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
状
況
、
経
過

と
、
ホ
テ
ル
再
開
に
必
要
な

条
件
は
。

狩野　正雄　議員

「
ホ
テ
ル
福
原
」
再
開
の

め
ど
は

QA
決
定
事
項
な
く
進
展
し

て
い
な
い

町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

観光振興 ３
月
14
日
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

一
般
質
問
を
行
な
っ
た
。

まちや議会に関する疑問や意見、ちょっと気になるｗっｗ話題
等

　少
人数
でお
待ち
して

いま
す。
皆さ
まお
気軽
に

お越
しく
ださ
い！

（予約は不要です）

議員 と と カフェ で で ひとこと をを  開催 しますします

令和６年５月 21日（ 火 ）午前 11 時 00 分 より

狩野 正雄 議員 と 安藤 幹夫 議員 が 平成館 でお待ちしてます！

休業中のしかりべつ湖「ホテル福原」休業中のしかりべつ湖「ホテル福原」
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一般質問

町が運行する無料の通学バス

（
答
弁
）
喜
井
町
長

人
員
配
置
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。検
討
し
た
い
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
大
き

な
根
幹
で
あ
る
地
方
創
生
、

に
ぎ
わ
い
創
出
に
高
校
の
存

在
は
大
き
い
。

（
質
問
）

鹿
追
高
校
へ
の
支
援
は

学
校
教
育
課
が
中
心
と
な
り

進
め
て
い
る
が
、
魅
力
あ
る

高
校
を
継
続
す
る
こ
と
に
特

化
し
た
人
員
配
置
が
必
要
で

は
。
町
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、

町
独
自
の
教
育
体
制
が
認
知

さ
れ
る
と
、
こ
こ
で
子
供
を

産
み
育
て
た
い
と
い
う
人
も

増
え
る
と
思
う
が
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

十
勝
管
外
、
道
外
か
ら
の

出
願
に
加
え
、
札
幌
圏
、
十

勝
管
内
か
ら
の
出
願
者
も
増

え
た
。
広
報
等
を
委
託
し
て

い
る
「
地
域
み
ら
い
留
学
」

の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
成
果
も
あ
り

大
き
く
増
え
て
い
る
。

生
徒
主
体
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
や
カ
ナ
ダ
短
期
留

学
、
海
外
留
学
等
、
多
様
な

学
習
機
会
を
応
援
す
る
姿
勢

が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
鹿
追
高
校
み
ら

い
留
学
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）
を

配
置
し
て
戦
略
的
に
Ｐ
Ｒ
を

進
め
、
高
校
か
ら
の
出
口
論

と
し
て
海
外
留
学
支
援
等
、

生
徒
や
保
護
者
に
多
様
な
選

択
肢
を
提
供
し
て
い
る
。

高
校
の
持
続
的
発
展
は
地

方
創
生
の
重
要
な
柱
の
一
つ

で
、
総
合
計
画
や
教
育
大
綱

で
も
重
点
的
な
位
置
付
け
を

も
っ
て
支
援
し
て
い
る
。

今
後
の
情
勢
を
的
確
に
捉

え
、
さ
ら
な
る
人
材
と
展
開

す
る
事
業
を
有
機
的
に
結
び

付
け
て
い
く
体
制
整
備
が
重

要
で
あ
る
。

（
質
問
）

鹿
追
高
校
の
令
和
６
年
度

出
願
者
数
が
令
和
５
年
度
か

ら
飛
躍
的
に
増
え
た
。
町
全

体
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
の
成
果
だ
と
考
え
る
。
こ

の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
か
。
ま
た
新
た
な

支
援
体
制
づ
く
り
は
。

高
校
支
援

Q

A

鹿追高校への支援体
制は
今後もしっかり取り
組む

金子　孝伸　議員

寿勤労会による花壇の草取り

（
答
弁
）
喜
井
町
長

町
の
情
報
発
信
を
さ
ら
に

強
化
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

（
質
問
）

鹿
追
町
の
子
育
て
施
策

は
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
等
充
実
し
て
い
る
。

も
う
少
し
情
報
発
信
を
広

め
て
は
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

子
育
て
世
代
か
ら
は
、
隙

間
時
間
に
働
き
た
い
と
の
声

も
あ
る
。

寿
勤
労
会
の
あ
り
方
も
含

め
、
会
員
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
体
制
で
事
業
を
進
め
る

こ
と
が
可
能
か
、
事
務
局
の

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
を

重
ね
て
い
る
が
、
具
体
的
な

方
法
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
。高

齢
者
と
子
育
て
世
代
と

の
持
続
可
能
な
就
労
事
業
に

な
る
よ
う
研
究
し
た
い
。

な
雇
用
が
さ
ら
に
生
ま
れ
る

よ
う
、
官
民
が
一
体
と
な
っ

た
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
等

仕
事
づ
く
り
の
構
築
が
子
育

て
支
援
と
高
齢
者
支
援
の
双

方
の
側
面
か
ら
も
必
要
で
は
。

（
質
問
）

寿
勤
労
会
は
、
高
齢
者
の

培
っ
た
経
験
や
知
識
で
地
域

に
貢
献
し
、
健
康
維
持
を
図

り
な
が
ら
作
業
を
行
な
っ
て

い
る
。

昭
和
58
年
に
発
足
し
、
40

年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
続
し
な

が
ら
、
子
育
て
世
代
の
新
た 佐々木　康人　議員

就
労
支
援

Q

A

子育て世代・高齢者
の仕事づくりを

さらに研究したい
（
質
問
）

住
民
参
加
型
の
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
で
は
、
高
齢
者
も
関

わ
り
な
が
ら
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
が
、
ま
す
ま
す
鹿
追
町
で

は
必
要
に
な
っ
て
い
く
。

町
の
子
育
て
施
策
と
し
て

（
答
弁
）
喜
井
町
長

子
育
て
支
援
と
就
労
の
関

係
を
結
び
付
け
、
で
き
る
だ

け
良
い
仕
組
み
が
作
れ
る
よ

う
に
努
力
を
し
た
い
。

も
、
積
極
的
に
関
与
す
べ
き

で
は
。
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一般質問

人
材
育
成

次の 100 年のため
の人材育成は
次代を担う青少年教
育・育成が重要

Q

A
黒井　敦志　議員

（
質
問
）

鹿
追
町
の
次
の
１
０
０
年

の
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と

は
、
人
材
育
成
で
あ
る
。

人
口
減
少
、
社
会
的
環
境

の
変
化
等
で
組
織
や
各
種
団

体
の
構
成
員
が
減
少
し
、
か

つ
て
の
よ
う
な
活
動
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
。

活
動
を
組
織
や
団
体
に
任

せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
的
確

な
助
言
や
支
援
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
り
変
化
や
新

し
い
形
が
生
ま
れ
る
。

新
し
い
発
想
で
現
状
を
変

え
る
た
め
、
人
材
育
成
が
急

務
で
は
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

地
域
社
会
や
組
織
を
形
成

す
る
個
々
の
成
長
は
、
地
域

全
体
の
発
展
や
繁
栄
に
つ
な

が
り
、
次
代
を
担
う
青
少
年

の
教
育
や
人
材
育
成
は
最
も

重
要
で
あ
る
。

能
力
開
発
は
地
域
の
発
展

に
不
可
欠
で
、町
を
文
化
的
、

経
済
的
に
発
展
さ
せ
る
大
き

な
力
で
あ
る
。

人
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
、
各
種
団
体
の
活
性

化
は
、
地
域
社
会
の
持
続
的

な
成
長
に
不
可
欠
な
も
の
で

あ
る
。

社
会
状
況
を
注
視
し
、
地

域
の
自
主
性
・
主
体
性
を
尊

重
し
な
が
ら
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
時
代
に
合
っ
た
未
来
を

見
つ
め
た
人
材
・
団
体
育
成

を
推
進
す
る
。

（
質
問
）

組
織
開
発
を
意
識
し
た

職
員
研
修
が
効
果
的
で
あ
る

が
、
参
加
を
希
望
し
な
い
職

員
も
い
る
。

参
加
を
本
人
任
せ
に
せ

ず
、
各
課
に
研
修
費
を
割
り

当
て
る
、
上
司
か
ら
指
示
す

る
等
の
方
法
も
あ
る
。

職
員
の
熱
量
が
各
団
体
の

育
成
に
つ
な
が
る
。
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
重
要
で
は
。

（
質
問
）

児
童
生
徒
の
利
用
実
態
を

把
握
し
な
い
で
使
い
方
や
指

導
上
の
課
題
は
見
え
な
い
の

で
は
。

不
安
を
訴
え
る
家
庭
も
あ

る
が
。

教
　
育

小・中・高校生の学習
用タブレットパソコン
の更新計画は
令和６年度に高校、令
和７年度に小・中学校
分を更新

Q

A
山口　優子　議員

（
質
問
）

小
・
中
・
高
校
生
に
令
和

２
年
度
か
ら
導
入
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
で
の
学
習

効
果
や
課
題
は
。

現
在
使
用
中
の
台
数
と
故

障
や
紛
失
の
状
況
は
。

更
新
計
画
、
費
用
、
保
護

者
負
担
は
。

つぶやき ■	芽吹く季節になりました。私も努力します。

十勝町村会主催の職員研修十勝町村会主催の職員研修

（
答
弁
）
喜
井
町
長

職
員
研
修
の
中
で
も
政
策

提
言
・
政
策
研
修
が
重
要
と

考
え
る
。

業
務
量
等
の
問
題
も
あ
る

が
、
職
員
が
全
体
的
に
参
加

し
や
す
く
し
た
い
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

本
町
で
は
積
極
的
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
整
備
を
進
め
、
学

習
の
内
容
に
応
じ
て
変
化
す

る
ア
プ
リ
の
導
入
等
で
、
各

児
童
生
徒
に
適
し
た
学
習
環

境
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
主

体
的
に
学
習
に
向
き
合
う
よ

う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
教
員
や
保
護
者
の

連
絡
業
務
の
負
担
軽
減
や
情

報
共
有
が
容
易
に
な
る
等
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

課
題
は
教
員
や
保
護
者
の

Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
に
差
が
あ

る
こ
と
で
あ
る
。

現
在
使
用
中
の
台
数
は
、

児
童
生
徒
用
で
６
５
２
台
、

教
職
員
用
で
93
台
の
合
計

７
４
５
台
、
故
障
等
は
本
体

８
台
、
付
属
品
は
23
個
あ
っ

た
。更

新
計
画
と
費
用
は
、

高
校
生
分
が
令
和
６
年
度

で
９
０
０
万
円
。
小
・
中

学
校
分
は
令
和
７
年
度
に

２
７
０
０
万
円
で
、
文
科
省

の
補
助
事
業
を
活
用
す
る
。

保
護
者
負
担
は
、
高
校
生

分
が
付
属
品
を
予
定
し
、小・

中
学
校
は
未
定
で
あ
る
。

（
答
弁
）
宇
井
学
校
教
育
課
長

利
用
実
態
の
把
握
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
観
点
か
ら
難

し
い
。

各
家
庭
で
の
ル
ー
ル
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
関
し
て
も
併
せ
て

考
え
て
い
き
た
い
。

（
質
問
）

教
育
行
政
に
係
る
予
算

で
、
町
の
財
政
が
厳
し
い
か

ら
高
校
の
カ
ナ
ダ
短
期
留
学

は
日
程
を
短
縮
し
た
い
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
付
属
品
は
保
護

者
負
担
に
し
た
い
と
い
う
説

明
で
良
い
の
か
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

保
護
者
負
担
と
高
校
支
援

の
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

な
が
ら
、
高
校
支
援
を
続
け

て
い
き
た
い
。
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（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
山
口
優
子
）

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
黒
井
敦
志
）

鹿追中学校３年（当時）
梅木　蓮

れん
さん

令
和
６
年
２
月
７
日
に
、
鹿
追

中
学
校
で
３
年
生
に
よ
る
総
合
的

な
学
習
『
未
来
へ
の
提
案
』
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鹿
追
町
総
合
計
画
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
提
案
と
し
て
、
10

グ
ル
ー
プ
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

傍
聴
者
か
ら
は
「
住
民
が
参
加

で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
考

え
が
良
い
」「
ス
ラ
イ
ド
の
構
成
や

発
表
の
仕
方
が
良
か
っ
た
」
等
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
、
鹿
追
町
へ
引
っ
越
し

て
き
ま
し
た
が
、
来
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
鹿
追
町
は
一

人
一
人
に
真
摯
に
向
き
合
っ

て
く
れ
る
と
感
じ
ま
す
。
以
前

通
っ
て
い
た
学
校
で
は
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
発
表
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
議
員
の
皆
さ

ん
が
来
て
下
さ
る
機
会
は
な

か
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
発

表
へ
の
意
見
や
感
想
を
い
た
だ

き
、
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
。

鹿
追
中
学
校
総
合
的
な
学
習

「
未
来
へ
の
提
案
」
発
表
会

上
幌
内
保
育
所
閉
所
式

あ
り
が
と
う
会

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た 

先
生
方
に
は
豊
か
な
自
然
を
生

か
し
た
、
伸
び
伸
び
と
し
た
保

育
を
し
て
い
た
だ
き
、 

父
母
一

同
、
安
心
し
て
子
供
を
預
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご

支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

上幌内保育所 父母の会

会長　高橋 　愛
めぐみ
　さん ありがとう会でのバルーンリリース

鹿追町総合計画の目標達成に向け提案

令
和
６
年
３
月
27
日 

、
上
幌
内

保
育
所
の
閉
所
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。昭

和
39
年
に
季
節
保
育
所
と
し

て
始
ま
り
、 

昭
和
63
年
か
ら
は
通
年

保
育
所
と
し
て
88
人
の
修
了
児
を

送
り
出
し
、
60
年
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
卒
所
児
や
保
護
者
、 

地

域
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
、
閉
所
を

惜
し
み
ま
し
た
。

最
後
の
修
了
児
童
６
人
に
よ
る

歌
、
保
護
者
と
共
に
踊
る
よ
さ
こ

い
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。


